
 

 

富士フイルム 再生医療ベンチャーのリジェネフロ社へ出資 
再生医療製品の開発・製造受託と創薬支援用細胞の販売に関する業務提携契約を締結 

 

 

   

   

  

  

 

富士フイルム株式会社（社長：助野 健児）は、iPS 細胞を用いて腎疾患の治療法の実用化を目指す再生医療ベン

チャーのリジェネフロ株式会社（以下、リジェネフロ社）の第三者割当増資を引き受け、同社に1億円を出資しました。

また、今回の出資にあたり、リジェネフロ社が研究開発を進めている再生医療製品の開発・製造受託と創薬支援用細

胞の販売に関する業務提携契約も同社と締結しています。 

 

腎臓は、血液をろ過し不要な老廃物などを尿として排出する機能を有しており、その機能が一度失われると回復せ

ずに腎不全などの腎疾患に至ります。現在、腎疾患に対する根本的な治療法は確立されておらず、人工透析や腎臓

移植による治療が行われていますが、患者の身体的・経済的負担が大きく、また移植のための臓器も不足していま

す。このような中、新たな治療手段として、腎臓の元となる細胞の一種で、腎臓の修復や再構築が期待できるネフロ

ン前駆細胞※1の応用が注目されています。しかしながら、ネフロン前駆細胞は、ヒトでは出生前に消失するため、確

保することが困難であるという課題があります。 

リジェネフロ社は、京都大学発の再生医療ベンチャーで、ｉPS 細胞を用いた腎疾患の治療法を確立することを目的

に設立されました。リジェネフロ社は、京都大学の長船健二教授が開発した、iPS 細胞からネフロン前駆細胞への高

効率な分化誘導技術を用いてネフロン前駆細胞を安定的に作製することに成功。現在、本細胞を用いて、腎疾患の

再生医療製品の研究開発を進めるほか、腎毒性のスクリーニングが可能な腎臓オルガノイド※2を作製し創薬への応

用研究にも取り組んでいます。 

 

今回、富士フイルムは、リジェネフロ社が有する iPS 細胞由来ネフロン前駆細胞の作製技術・ノウハウへのアクセ

ス、同社との連携強化によるビジネス拡大を図るため、同社に出資しました。また、出資にあたって締結した業務提

携契約を通じて、リジェネフロ社が研究開発を進める再生医療製品の開発・製造受託と創薬支援用細胞の販売に関

する優先交渉権を獲得しています。尚、本交渉権は、iPS細胞由来ネフロン前駆細胞を用いた再生医療製品のプロセ

ス開発・製造を米国で受託する権利と、同細胞を創薬支援向けに国内で販売する権利などに関するものです。 

今後、富士フイルムは、自社再生医療製品の研究開発を加速させるとともに、再生医療製品の受託ビジネスや創

薬支援用細胞の販売などを通じて、さらなる事業拡大を図っていきます。 

 

富士フイルムは、幅広い製品開発で培い、さらに進化させてきた高機能素材技術やエンジニアリング技術と、日本

初の再生医療製品を開発・上市した子会社の株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリングの治療用細胞の生産技

術、iPS細胞の開発・製造・販売のリーディングカンパニーである米国子会社FUJIFILM Cellular Dynamics, Inc.の iPS細

胞関連技術・ノウハウ、細胞培養に必要な培地の開発・製造・販売を担う富士フイルム和光純薬や FUJIFILM Irvine 

Scientific, Inc.の培地技術などを活用して、事業成長を図るとともに、再生医療の産業化に貢献していきます。 

  

※1 腎臓前駆細胞の一種で、胎児期の腎臓に存在する。尿の濾過機能をもつ糸球体や、尿の再吸収を行う尿細管へと分化し、ヒトでは出生前

に消失する。 

※2 試験管内で分化誘導した、腎機能をもつ組織のこと。 
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＜リジェネフロ社の概要＞ 

・社名： リジェネフロ株式会社 

・社長： 石切山 俊博 

・所在地： 京都府京都市左京区聖護院川原町53 メディカルイノベーション棟 

・設立： 2019年9月 

・資本金： 10百万円 

・事業内容：腎疾患治療薬の研究開発・生産・販売 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 
【報道関係】            コーポレートコミュニケーション部   TEL 03-6271-2000 
【その他】              再生医療事業部             TEL 03-6271-3030 


